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資料9ワークシートを使った聞き合いで生まれる変容:果と
心の揺れを表現する手だてを工夫することで,多様な子ど
もの考えが関係づけできた。子どもの実態に応じ，必要感のある課題や発問に子どもの心は揺
れる。その揺れを言語化し聞き合いを成立させるには，表現する際の抵抗を取り除かなければ
ならない。そのために視覚的表現や交流方法の工夫は有効であり，思考の関係づけをしながら
価値をより強く自覚できた。2点目に，個の思考の再構成に向かうために交流や内省の場を工
夫することは有効だった。意図的に交流を仕組むことで思考の関係づけが進み，その後の内省
も深まった。自分の生活に重ねて考えることで必要感が生まれ，道徳的態度が養われた。
道徳の時間の学習によって，道徳的価値を理解し，子どもは内省を重ねながら道徳的心情や
道徳的判断力を身につけてきている。しかし，その力を確かな道徳的実践力につなげるために
は，さらに有効な手だてを探る必要がある。必要感のある資料提示や心の揺れを生む関係づけ
のために，丁寧に内省を重ねていかなければならない。この積み重ねにより，道徳的実践力が
高まると考える。
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